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市
当
局
が
議
案
を
提
出

４
人
が
総
括
質
問

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
６
件
、
条
例
議
案
９
件
、
事
件
議

案
18
件
の
計
33
件
の
議
案
を
提
出
し
、

各
会
派
を
代
表
し
て
４
人
の
議
員
が

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
６
〜
７
頁
）

12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
33
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
・
請
願
は
、
総
括
質
問
、

委
員
会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
決

議
１
件
、
意
見
書
７
件
を
含
め
審
議
し
、

18
日
間
の
会
期
を
経
て
12
月
18
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

（
議
案
・
請
願
・
決
議
・
意
見
書
の
内
容
と

審
議
結
果
は
３
頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
第
１
３
１
号
を
審
議
し
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

提
案
趣
旨
を
説
明

　
同
日
、
本
会
議
終
了
後
に
、
議
員

全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
６
件
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
が
行

わ
れ
、
各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま

し
た
。22

人
が
一
般
質
問

決
議
案
１
件
を
可
決

　

３
日
、
４
日
、
７
日
の
３
日
間
、

市
当
局
に
対
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、

22
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
８
〜
13
頁
）

　
ま
た
、
７
日
の
本
会
議
で
は
、
議

員
が
議
会
第
14
号
の
決
議
案
を
提
出

し
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

（
決
議
内
容
は
４
頁
）

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

　
８
日
に
総
務
、
９
日
及
び
14
日
に

市
民
文
教
、
10
日
に
厚
生
、
11
日
に

産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
及
び
予

算
特
別
委
員
会
分
科
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
５
頁
）

　

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
て
い
た
請
願
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

請
願
１
件
を
不
採
択

補
正
予
算
は
全
員
賛
成
で
可
決

17
日
の
本
会
議
で
は
、
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
第
６
号
に
つ
い
て
、

総
務
常
任
委
員
長
が
審
査
の
報
告
を

行
い
、
討
論
の
後
、
表
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
討
論
内
容
は
４
頁
）

　
本
会
議
終
了
後
に
開
催
し
た
予
算

特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
委
員

長
が
予
算
議
案
の
審
査
報
告
を
行
い
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

意
見
書
６
件
を
可
決

条
例
議
案
２
件
を
継
続
審
査

　
最
終
日
の
18
日
、
議
員
提
出
の
意

見
書
７
件
を
審
議
し
、
議
会
第
15
号

か
ら
議
会
第
20
号
ま
で
の
６
件
は
表

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
、

議
会
第
21
号
は
討
論
の
後
、
表
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及

び
事
件
議
案
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
長
が
予
算
議
案
に
つ
い
て
の
審

査
報
告
を
行
い
、
議
第
99
号
か
ら
議

第
１
２
３
号
ま
で
及
び
議
第
１
２
６

号
か
ら
議
第
１
３
０
号
ま
で
の
30
件

は
、
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
議
第
１
２
４
号
及
び
議
第
１
２
５

号
に
つ
い
て
は
、
産
業
建
設
常
任
委

員
長
か
ら
の
申
出
の
と
お
り
、
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

当
局
が
議
第
１
３
２
号
及
び
議
第

１
３
３
号
を
提
出
し
、
質
疑
の
後
、

表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

議会の概要
11施設の指定管理者を可決
補正予算、条例議案など

44件を審議

議案番号 議案名 付託委員会 審議結果

議第98号 鶴岡市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 省　　略 可　決
（全員賛成）

12月定例会日程
１日　　　　　本会議（総括質問）
　　　　　　　予算特別委員会
３・４・７日　本会議（一般質問）
８～11・14日　常任委員会等
17日　　　　　本会議
　　　　　　　予算特別委員会
18日　　　　　本会議

　11月26日に11月臨時会を開催し、議案１件の審査を行い、
全員賛成で可決しました。11月臨時会
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▼市当局から提案された議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果
議第99号 令和２年度鶴岡市一般会計補正予算（第８号） 予算特別
議第100号 令和２年度鶴岡市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 予算特別
議第101号 令和２年度鶴岡市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別
議第102号 令和２年度鶴岡市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予算特別
議第103号 令和２年度鶴岡市病院事業会計補正予算（第６号） 予算特別
議第104号 令和２年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 予算特別

議第105号 鶴岡市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関す
る条例の一部改正について 総　　務

議第106号 鶴岡市地域経済牽引事業促進のための固定資産税課税免除条例の一部改正について 総　　務
議第107号 旧ホテル雷屋解体工事請負契約の一部変更について 総　　務
議第108号～議第110号　財産の取得について（ダンプトラック・油圧ショベル・ブルドーザ） 総　　務
議第111号 指定管理者の指定について（出羽庄内国際村） 総　　務
議第112号 鶴岡市コミュニティセンター設置及び管理条例の一部改正について 市民文教
議第113号 財産の取得について（タブレット型パソコン用充電保管庫） 市民文教
議第114号～議第115号　指定管理者の指定について（丸岡城跡史跡公園ほか１件） 市民文教
議第116号 鶴岡市障害者支援センター設置及び管理条例の一部改正について 厚　　生
議第117号 鶴岡市国民健康保険税条例の一部改正について 厚　　生
議第118号 鶴岡市立荘内病院医師修学資金貸与条例の一部改正について 厚　　生
議第119号～議第122号　指定管理者の指定について（鶴岡市立あおば学園ほか３件） 厚　　生
議第123号 鶴岡市地域材利用交流センター設置及び管理条例の廃止について 産業建設
議第124号 鶴岡市藤島総合交流促進施設設置及び管理条例の一部改正について 産業建設

⑴入浴等の利用に係る料金について、料金を指定管理者の収入として収受させ
る利用料金制を廃止し、使用料として市の収入とするもの
⑵使用料の額は、現在利用料金基準額として定めている額と同額とするもの

議第125号 鶴岡市櫛引温泉入浴施設設置及び管理条例の一部改正について 産業建設
議第124号と同一の理由による改正

議第126号 財産の取得について（取水井戸） 産業建設
議第127号～議第130号　指定管理者の指定について（月山高原ハーモニーパークほか３件） 産業建設
議第131号 住居表示を実施すべき市街地の区域及び当該区域内の住居表示の方法について 省　　略
議第132号 令和２年度鶴岡市一般会計補正予算（第９号） 省　　略
議第133号 令和２年度鶴岡市病院事業会計補正予算（第７号） 省　　略

▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果

議会第14号 誹謗中傷をなくし共に支えあいながら新型コロナウイルス感染症の克服を目指
す決議について 省　　略

議会第15号 住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書の提出について 省　　略
議会第16号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書の提出について 省　　略
議会第17号 犯罪被害者支援の充実を求める意見書の提出について 省　　略
議会第18号 水田農業、米対策に関する意見書の提出について 省　　略
議会第19号 脱炭素社会の実現に向けたエネルギー政策に関する意見書の提出について 省　　略
議会第20号 少人数学級の早期実現を求める意見書の提出について 省　　略
議会第21号 日本学術会議の任命問題に関する意見書の提出について 省　　略

可　決
（全員賛成）

可　決
（全員賛成）

▼請願と審議結果
請願番号 請願件名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付託委員会 審議結果
請願第6号 「刑事訴訟法の『再審規定』」の改正を求める意見書提出に関する請願 総　　務

継続審査

可　決
（全員賛成）

不採択
（賛成少数）

否　決
（賛成少数）

12月定例会
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現
行
法
で
は
再
審
で
の
証
拠
開
示

の
ル
ー
ル
が
な
い
が
、
検
察
手
持
ち

証
拠
の
開
示
に
よ
り
再
審
で
無
罪
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。
現
在

は
公
判
前
整
理
手
続
き
に
よ
り
、
以

前
よ
り
多
く
の
証
拠
が
見
ら
れ
る
が
、

現
在
再
審
を
争
っ
て
い
る
事
件
は
、

そ
れ
を
経
て
い
な
い
時
代
の
も
の
が

多
く
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
証
拠
等

に
よ
り
再
審
開
始
決
定
が
行
わ
れ
た

場
合
に
は
、
検
察
官
の
不
服
申
立
て

を
受
け
て
、
非
公
開
で
争
う
の
で
は

な
く
、
速
や
か
に
再
審
の
場
で
争
う

べ
き
と
考
え
る
。

　
再
審
制
度
は
え
ん
罪
の
人
を
救
う

唯
一
の
制
度
で
あ
る
が
、
十
分
な
制

度
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

再
審
請
求
手
続
き
を
行
う
に
当
た
っ

て
、
証
拠
を
開
示
す
る
規
定
が
な
い

こ
と
、
裁
判
所
が
再
審
が
必
要
と
判

断
し
て
も
、
検
察
が
不
服
申
立
て
を

行
う
と
再
審
の
審
理
が
閉
ざ
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
相
次

ぐ
再
審
開
始
決
定
や
再
審
無
罪
判
決

に
よ
り
、
再
審
や
え
ん
罪
被
害
に
対

す
る
市
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、

再
審
規
定
の
改
正
を
急
ぐ
べ
き
と
考

え
る
。

　
再
審
請
求
審
に
お
け
る
証
拠
開
示

に
は
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
な
ど
の
問
題
点
が
、

法
制
審
議
会
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
検
察
の
不
服
申
立
て

を
禁
止
す
る
と
、
違
法
・
不
当
な
再

「
刑
事
訴
訟
法
の
『
再
審
規
定
』」
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

全
て
の
証
拠
を
明
ら
か
に
し

公
正
な
裁
判
を

速
や
か
に
再
審
規
定
の
改
正
を

様
々
な
角
度
か
ら

慎
重
に
検
討
す
べ
き

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

新
政
ク
ラ
ブ

賛 成

賛 成反 対 討
論

　新型コロナ感染者やその関係者に対
する誹謗中傷の根絶を目指すため、12
月７日の本会議で議員が決議案を提出
し、全員賛成で可決しました。

※決議の全文は市議会ホーム
　ページに掲載しています。

決議文掲載ページ

「誹謗中傷をなくし共に支えあいながら新型コロナ
ウイルス感染症の克服を目指す決議」を可決

新型コロナ関連補正予算を可決 追加補正　　５億1,514万５千円
減額補正　▲８億2,803万４千円

12月定例会の

ポイント

審
開
始
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
、
法

的
安
定
性
の
見
地
か
ら
の
是
正
の
余

地
が
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
現

行
法
の
規
定
に
、
直
ち
に
改
正
が
必

要
な
不
備
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な

い
状
況
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
慎
重

に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
本
請
願
に
反
対
す
る
。

■キャッシュレス促進・消費喚起事業
　１億5,400万円

■飲食店等緊急支援金給付事業
　１億5,200万円

■インフルエンザ予防接種助成事業
　4,048万円

■経営継続支援事業
（５月第２回臨時会で５億2,000万円の予算を可決）
　▲４億2,880万７千円

キャッシュレス決済に係る
地元消費喚起キャンペーン経費

新型コロナ拡大の影響を受けている飲食店等に対する市
単独の緊急支援金（１店舗当たり20万円）

　12月定例会で可決した新型コロナ対策の事業について、
主なものを紹介します。

県の補正による高齢者に対する
インフルエンザワクチン接種費用助成等の増額

事業費の確定による減額

決議とは…
議会の意思を決定し、
対外的に表明
するもの。

この事業についての質疑
支給要件に売上げ減少を加えない理由は。
感染拡大の第３波を受け今まで以上にダメージを受
けている飲食店等へ緊急に支援するため。
飲食店等への納入業者など関連業者への支援はな
いのか。
まずは消費者に一番近い飲食店等を守ることで関
連業者の支援につなげたい。

問
答

問

答
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委
員　
朝
暘
五
小
の
改
築
工
事
に
関
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想
定
で
１
階
部
分

が
浸
水
す
る
こ
と
に
対
し
、
地
元
で
は
、

と
て
も
心
配
す
る
声
が
出
て
い
る
。
浸

水
時
の
対
応
と
し
て
、
２
階
床
面
の
高

さ
を
５
ｍ
確
保
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
地
元
と
意
見
交

換
を
し
て
い
る
か
。

管
理
課
長　
地
元
の
期
成
同
盟
会
の
役

員
や
会
員
を
対
象
に
し
た
11
月
の
説
明

会
で
は
、
１
階
の
床
面
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

レ
ベ
ル
か
ら
１
ｍ
以
上
上
げ
て
２
階
以

上
は
浸
水
し
な
い
こ
と
や
、
３
階
ま
で

の
外
部
直
通
階
段
を
設
置
し
、
緊
急
時

に
は
逃
げ
遅
れ
た
近
隣
住
民
が
避
難
で

き
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
出
席
者

か
ら
は
、
近
く
に
高
層
の
建
物
が
な
い

の
で
、
緊
急
避
難
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

安
心
だ
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。
１
階

が
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
特
に
反
対
等
の
意
見
は
出
さ

れ
ず
、
理
解
い
た
だ
い
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

委
員　
主
食
用
米
転
換
緊
急
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
３
年
１
月
に
認
定
方
針
作

成
者
へ
３
年
産
の
生
産
目
安
を
配
分
し
、

予
算
特
別
委
員
会

　
市
民
文
教
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

　
産
業
建
設
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
分
科
会

五
小
改
築
工
事
の
地
元
へ
の
説
明
は

主
食
用
米
の
転
換
支
援
の
概
要
は

消
費
喚
起
事
業
の
対
象
業
種
の
選
定
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
見
込
み
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
困
窮
者
の
支
援
は

委員会審査
提案された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
（審査の主なものを掲載します。）

委
員　
市
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

対
応
事
業
に
関
し
、
利
用
見
込
み
は
。

納
税
課
長　
既
に
実
施
し
て
い
る
県
内

他
市
の
初
年
度
の
実
績
は
、
納
付
額
に

占
め
る
割
合
で
０・
１
％
未
満
と
聞
い

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

初
年
度
と
な
る
令
和
３
年
度
は
、
納
付

割
合
で
０・
１
％
、
件
数
で
約
４
５
０

件
と
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
市
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
の
ほ
か
、

納
税
通
知
書
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今
後
も

生
活
困
窮
者
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　
生
活
保
護
の
申
請
は
前
年

度
比
で
９
件
下
回
っ
た
が
、
窓
口
へ
の

相
談
件
数
は
39
件
増
加
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
現
状
で
は
今
後
も
増
加
す
る

と
予
測
し
て
お
り
、
自
立
相
談
支
援
事

業
所
「
く
ら
し
ス
」
の
職
員
を
１
人
増

委
員　
地
元
へ
説
明
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
一
番
重
要
な
の
は
、
冠
水
時

は
１
階
部
分
が
浸
水
し
使
用
で
き
な
く

な
る
た
め
、
１
階
に
ど
う
い
う
機
能
を

持
た
せ
る
か
、
対
策
と
し
て
１
ｍ
程
度

の
盛
土
を
行
う
予
定
で
あ
る
な
ど
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
地
元
が
持
っ
た
上

で
合
意
形
成
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
設

計
業
者
を
選
定
す
る
前
に
、
地
元
に
対

し
具
体
的
な
説
明
を
行
う
予
定
は
。

管
理
課
長　
い
た
だ
い
た
意
見
も
踏
ま

え
、
設
計
業
者
の
選
定
前
に
、
説
明
す

る
機
会
を
設
け
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

委
員　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
促
進
・
消
費

喚
起
事
業
は
、
売
上
げ
が
減
少
し
て
困

っ
て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
と
い
う
視

点
も
必
要
と
考
え
る
が
、
業
種
別
の
状

況
の
調
査
・
把
握
は
。
ま
た
、
事
業
の

対
象
業
種
を
絞
り
込
む
考
え
は
。

商
工
課
主
幹　
経
済
対
策
会
議
を
開
催

し
、
４
月
と
７
月
に
、
ど
の
業
種
の
落

ち
込
み
が
激
し
い
か
な
ど
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
対
象
業
種
の
選
定
に
つ
い

て
、
特
定
の
飲
食
店
や
小
売
業
に
限
定

す
る
考
え
は
現
時
点
で
は
な
い
が
、
チ

ェ
ー
ン
店
等
の
比
較
的
売
上
げ
が
落
ち

着
い
て
い
る
と
こ
ろ

は
対
象
外
と
し
、
中

小
規
模
の
事
業
者
に

効
果
が
出
る
仕
組
み

を
検
討
し
た
い
。

員
し
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
同
事
業
所
職
員
が
相
談
者

と
一
緒
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
訪
問
す
る

な
ど
の
就
労
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

築後50年以上経過する
朝暘第五小学校（切添町）

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

２
月
に
主
食
用
米
の
削
減
面
積
の
報
告

を
受
け
、
３
月
に
交
付
金
を
交
付
、
と

い
う
日
程
で
実
施
さ
れ
る
が
、
今
年
度

内
に
転
換
す
る
作
物
が
ま
と
ま
ら
な
い

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
か
。

農
政
課
主
幹　
様
々
な
事
情
で
加
工
用

米
か
ら
飼
料
用
米
、
飼
料
用
米
か
ら
別

の
作
物
へ
の
転
換
な
ど
が
想
定
さ
れ
る

が
、
基
本
的
に
認
定
方
針
作
成
者
が
報

告
し
た
主
食
用
米
か
ら
転
換
し
た
面
積

が
守
ら
れ
て
い
れ
ば
「
可
」
と
す
る
こ

と
で
、
主
食
用
米
か
ら
の
転
換
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。
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コロナ禍での現場要請にどう応えるのか
日本共産党鶴岡市議団

総括質問
市長提出議案に対して、

会派を代表して質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議のライブ・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画中継や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執
筆しています。

YouTube　鶴岡市議会
※会議録の公開には一定の期間を要します。

新型コロナ感染拡大　第３波への対策は
新政クラブ 議員

議員

小野寺　佳　克

加　藤　鑛　一

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

ほかの質問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対

応
、
米
の
生
産
調
整
、
温

泉
施
設
の
運
営
見
直
し

ほかの質問

議
員　
感
染
拡
大
の
第
３
波

が
来
て
い
る
中
、
必
要
な
支

援
を
行
う
た
め
、
地
域
経
済

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　
商
工
会
や
商
工
会
議
所
の
定

期
の
景
況
調
査
結
果
を
参
考
に
し
て

い
る
。
４
月
〜
６
月
は
景
況
悪
化
が

大
き
く
、
７
月
〜
９
月
は
持
ち
直
し

も
見
ら
れ
た
が
、
中
小
企
業
で
は
現

在
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

議
員　
観
光
宿
泊
業
、
小
売
・
飲
食

業
は
特
に
第
３
波
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

市
長　
国
や
県
の
動
向
に
合
わ
せ
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
柔
軟
な

対
応
を
図
る
ほ
か
、
店
舗
で
の
消
費

額
の
一
定
割
合
を
消
費
者
に
還
元
す

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
消
費
喚
起
事
業

等
に
よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
と
両
立

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　
市
役
所
内
で
の
感
染
対
策
と

し
て
、
ト
イ
レ
の
自
動
水
栓
、
便
器

の
自
動
洗
浄
な
ど
、
非
接
触
型
機
器

を
導
入
し
て
は
。

市
長　
感
染
防
止
に
効
果
の
あ
る
自

動
水
栓
等
は
早
急
に
対
応
す
る
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
医
療
・
介
護
の
現
場
で

は
、
衛
生
資
材
の
提
供
や
人

的
支
援
、
従
事
者
へ
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
実
施
等
の
要
請
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
う
応
え
る
か
。

市
長　
国
・
県
が
順
次
、
医
療
機
関

等
に
衛
生
資
材
を
提
供
し
て
い
る
ほ

か
、
県
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
等
が
換
気
設
備
な
ど
感
染
防
止
の

た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
際
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
人
的
支
援
で
は
県

が
「
福
祉
事
業
所
介
護
職
員
等
相
互

派
遣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
実
施

し
、
応
援
元
施
設
の
登
録
を
進
め
て

い
る
。
現
在
、
従
事
者
が
検
査
を
希

望
し
て
も
、
行
政
検
査
と
し
て
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。

議
員　
家
族
が
感
染
し
た
と
き
や
、

保
育
所
等
が
休
園
と
な
っ
た
と
き
の

子
ど
も
の
保
護
へ
の
支
援
は
。

市
長　
県
と
協
議
を
行
い
、
適
切
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。
休
園
等
の
際

に
保
護
者
が
休
業
で
き
な
い
場
合
は
、

一
時
預
か
り
に
よ
る
代
替
保
育
を
検

討
し
て
い
く
。
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日帰り温泉入浴施設の運営見直しは
市民クラブ 議員小　野　由　夫

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

ほかの質問

情報格差対策に早急に取り組むべき
鶴岡市議会公明党 議員黒　井　浩　之

地
域
公
共
交
通

ほかの質問

　11月13日に正副議長、産業建設常任委員長、
被災地域関係議員の計10人が庄内総合支庁を訪
問し、庄内総合支庁長をはじめとする幹部に対し、
７月28日の大雨被害に関する要望活動を行いま
した。
　市議会では、要望事項の実現に向け、今後も関
係機関に対し働き掛けを行っていきます。

令和２年７月の大雨被害対策を県に要望

議
員　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に

よ
る
消
費
喚
起
事
業
が
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報

技
術
を
活
用
す
る
知
識
や
技

能
の
差
が
経
済
格
差
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
と
危
惧
す
る
。
今
年
度
、
国

で
は
ス
マ
ホ
の
使
い
方
な
ど
を
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
員
の
実
証
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
度
か
ら
全
国
展
開
す
る
予
定
だ

が
、
本
市
で
も
配
置
す
べ
き
で
は
。

市
長　
高
齢
者
等
に
デ
ジ
タ
ル
に
触

れ
て
も
ら
い
、
恩
恵
を
実
感
し
て
も

ら
う
場
を
作
れ
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。
支
援
員
の
配
置
は
、
国
の
実
証

結
果
や
効
果
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
国
の
各
種
給
付
金
も
デ
ジ
タ

ル
申
請
が
難
し
く
諦
め
る
人
も
多
い
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
や
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

市
長　
現
在
、
市
民
課
窓
口
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
申
請
の
端
末
操
作
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
窓
口
で

の
活
動
実
績
な
ど
を
参
考
に
、
設
置

の
有
効
性
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
藤
島
地
域
と
櫛
引
地

域
の
日
帰
り
温
泉
入
浴
施
設

の
今
後
の
運
営
方
法
は
。

市
長　
指
定
管
理
者
制
度
は

継
続
す
る
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ

る
利
用
料
金
制
か
ら
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
地
元
密
着
型
組
織
に
よ
る

委
託
料
運
営
へ
の
移
行
を
予
定
し
て

い
る
。

議
員　
こ
れ
ま
で
指
定
管
理
を
行
っ

て
き
た「
ふ
じ
の
里
振
興
㈱
」と「
㈱

く
し
び
き
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
」
は

い
つ
解
散
す
る
の
か
。

市
長　
今
年
度
末
で
解
散
す
る
予
定

で
あ
る
。

議
員　
住
民
の
思
い
入
れ
の
強
い
施

設
で
あ
り
、
長
く
存
続
で
き
る
方
策

を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
利
用
者
数
が
回
復
し
な
い

場
合
、
市
の
対
応
は
。

市
長　
５
年
連
続
し
て
管
理
経
費
よ

り
使
用
料
等
の
市
の
歳
入
が
下
回
っ

た
場
合
は
、
施
設
の
廃
止
を
検
討
す

る
等
、
市
の
財
政
負
担
が
増
大
し
な

い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
基

準
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

庄内総合支庁長に要望書を提出
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一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議のライブ・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
議会中継で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。
※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く20人の質問を掲載します。

地域医療資源の現状と
今後の在り方は

議員　鶴岡地区医師会では会員数の減少、高齢
化が進んでおり、休日夜間診療所の運営を継続
できるのか心配されるが、今後の対応策は。
健康福祉部長　人口減少と新型コロナによる受
診抑制で、患者数動向の見極めが厳しい状況で
あり、開設日の見直しの必要性もあると考える。
議員　今後、民間病院も含めた本市全域での医
療体制の構築を検討すべきでは。
健康福祉部長　市民や民間病院も含めた医療関
係者と地域の最適な医療提供体制の構築の議論
を行っており、地域包括ケア推進室と基幹病院
である荘内病院が連携し検討していく。

介護保険事業計画

坂　本　昌　栄議員

ほかの質問 

就学援助の周知徹底は

議員　平成30年の全国の子どもの貧困率は
13.5％で、約７人に１人が貧困状態である。本
市の就学援助の要保護・準要保護援助率は令和
２年３月時点で８％となっており、県の子ども
の貧困率16％の半分の数値となっている。本
来、就学援助が受けられる児童生徒に行き渡っ
ていない状況があると考えるが、見解は。
教育部長　就学援助の認定の審査は、通常、前
年の世帯所得を基に決定するが、新型コロナの
影響等も含め、急な変動があった場合は、現在
の収入状況で審査している。援助が必要な家庭
に届くよう更なる周知を図っていく。

上下水道事業

長 谷 川　　剛議員

ほかの質問 

中山間地域の除雪対策は

議員　朝日地域大網地区では、空き家や各家屋
の雪下ろしが困難であり、豪雪時は帰宅できず、
ホテルやコンビニの駐車場に車中泊する場合も
あると聞いている。本市の除雪対応や除雪機燃
料費の補助制度等の現状は。
朝日庁舎支所長　全市的には、高齢者世帯等へ
の雪下ろし費用の支援、朝日地域独自には、住
宅整備や除雪機購入費用の支援、豪雪時に自治
会等が行う除排雪作業費用などの支援を行って
いる。また、新たな取組として、高齢者や要支
援者世帯の玄関前除雪を近隣住民で行う際の除
雪機燃料費等を支援している。

行財政改革

山　田　　　守議員

ほかの質問 

YouTube　鶴岡市議会
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いこいの村庄内跡地の
「森林公園」化は

議員　本市の森林公園の現状は。また、いこい
の村庄内の跡地を森林公園として整備する場合
の意義や効果、想定されるコストは。
農林水産部長　本市には藤沢地区「ケヤキの森」
をはじめ５つの森林公園があるが、活用状況の
格差が課題である。いこいの村庄内跡地は、ク
ロマツ林で森林浴やウォーキングをしたり、チ
ューリップ畑に訪れたりすることで多くの市民
や観光客の交流拠点になると期待している。整
備はトイレの改修程度を想定しており、維持管
理はボランティア作業を中心とし、コストを軽
減し、地域に愛される公園づくりを目指したい。

文化と福祉のまちづくり、荘銀タクト鶴岡

田　中　　　宏議員

ほかの質問 

風力発電事業
住民の将来リスクへの理解は

議員　事業者の説明では、（仮称）三瀬矢引風
力発電事業計画で高さ約143ｍ～158ｍの風車
を最大７基程度建設するとのことだが、山林開
発による将来リスクを住民は理解しているか。
市民部長　事業者は環境アセスメントにおいて
リスク回避と低減の調査・検討を行い、環境へ
の影響がより少ない事業計画を作成することに
なる。市では年内に改正予定の風力発電設置の
新ガイドラインに基づき早期に事業概要を公表
する。また、事業者には将来リスクも踏まえた
丁寧な説明を行ってもらい、市民との相互理解
で事業を推進していくよう強く求めていきたい。

特別障害者手当、大山地域の史跡

菅　井　　　巌議員

ほかの質問 

風力発電開発
規制条例を検討へ

議員　現在改正を進めている風力発電設置のガ
イドラインでは、開発許認可等の権限を持つな
ど、市として事業計画へ具体的な規制は可能か。
市民部長　事業抑制効果はあると認識している
が、規制までは至らず、法的な強制力はない。
議員　現在の環境影響評価法では、地域の意見
が反映されにくく、一番影響を受けると思われ
る周辺地域に何の決定権もないことが問題であ
る。条例等による規制を急ぐ必要があるのでは。
市民部長　法の規制がない状況で具体的に実効
性のある条例を制定することには様々な課題も
あるが、県とも連携を図り検討していきたい。

日帰り温泉入浴施設、旧鶴岡まちなかキネマ

石　井　清　則議員

ほかの質問 

地域活動の
拠点整備の充実を

議員　栄地区では小学校が統合となり、住民の
活動場所であった旧栄小体育館は老朽化が著し
く、活動できない状況である。これまでの生活
が当たり前にできるよう対処するのは市の責務
との声が地区全体に広がっていると感じるが、
地域活動の拠点整備の考えは。
市民部長　地域活動の拠点施設は、住民が健康
で文化的な住みやすい地域社会をつくる上で重
要である。施設の効率的、効果的な活用が図ら
れるよう地域の方と協力しながら、地域の実情
や既存施設の状況に応じて改築、改修するなど、
計画的に整備を進めていきたいと考えている。

なし

加 賀 山　　茂議員

ほかの質問 
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中心商店街支援の
現状と今後は

議員　中心商店街の方々と意見交換を行うと、
老朽化した街路灯の更新に対する要望が特に多
いが、市への要望状況は。
商工観光部長　老朽化した水銀灯は修理費や電
気代がかさむためＬＥＤ化を検討しているが、
改修費が高く、商店街単独での改修は困難とい
う現状があり、３つの商店街から財政支援の要
望を受けている。市としては、県の補助制度の
一層の充実を働き掛けつつ、まずは現行制度を
有効に活用し、商店街の共同施設整備を検討す
ることで、街のにぎわい創出や商店街運営の負
担軽減につなげたい。

新型コロナ対策、子ども・子育て支援事業計画

菅　原　一　浩議員

ほかの質問 

酒井家庄内入部400年
記念事業への市民参加は

議員　この事業への市民参加の方策は。
企画部長　機運醸成につながる情報発信が重要
と考えており、市広報で関連記事を紹介してい
る。今後、ホームページやＳＮＳ等での情報発
信やロゴマークの制作などで、より多くの市民
から参加してもらえる仕組みを検討したい。
議員　大宝館や致道館は城下町鶴岡の象徴的な
建造物であり、現在の指定管理料では少な過ぎ
ると考えるが、見解は。
教育部長　事業内容などを精査して算定してい
るが、今後改めて、指定管理を行う致道博物館
から聞き取りするなどして、検討していきたい。

なし

秋　葉　　　雄議員

ほかの質問 

少子化に伴う保育所等の
体制適正化を早急に

議員　近い将来、保育は供給過多になる見込み
で、危機感を持つ関係者は、複数の小規模法人
が連携し運営の効率化や安定化を図る国の事業
の活用を検討している。本市でも事務手続きの
協力や市有施設活用など、積極的に支援しては。
健康福祉部長　国の制度を研究しながら、市と
しての支援や事業実施の可能性を探りたい。
議員　既存の園を維持しながら、法人統合によ
る経営基盤強化、全市にわたる効率的な運営が
できるよう園の適正配置を検討すべきでは。
健康福祉部長　少子化等を考慮し、法人側の考
えを聞いた上で、先進事例も参考に検討したい。

日帰り温泉入浴施設の運営

石　塚　　　慶議員

ほかの質問 

社会保障の
申請主義の見直しを

議員　介護や生活困窮など複雑化・多様化する
問題に対し、必要な人に必要な支援を届けるた
め、本人からの申請が前提の申請主義を見直す
必要がある。訪問型の支援体制の強化とともに、
一人ひとりに合った制度をプッシュ型（※）で
お知らせするなど、対象となる方に確実に支援
情報を届ける取組が重要と考えるが、見解は。
健康福祉部長　様々な課題を抱え、どこにも相
談できずに困っているケースが多くあると想定
している。窓口で待つだけでなく、こちらから
出掛けて行って相談に応じるような体制整備が
必要と考えており、重点的に検討していきたい。

持続可能な農業

富　樫　正　毅議員

ほかの質問 

※プッシュ型…利用者が行動をしなくても、提供する側から自動的に行われる
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鳥獣被害対策の強化を

議員　鳥獣被害問題は、生活被害や動物から人
への感染症が心配される。今後は農業者だけで
なく、市民生活全体の問題として対策を講じる
必要があると考えるが、鳥獣被害対策を専門と
する部署の設置を検討すべきでは。
農林水産部長　本市の鳥獣被害の多くが農業に
関係するものであり、更に、市街地に熊が出没
した場合は多くの部署の連携が必要である。こ
のことから、関係部署や関係機関との連携体制
の強化を図っていくことが当面の方向性と考え
ており、その上で、専門部署の設置の必要性を
検討していきたい。

小学校の整備等

阿　部　　　寛議員

ほかの質問 

受動喫煙防止策と
たばこ税の活用は

議員　本市のたばこ税の過去５年間の推移とそ
の税収に対する認識は。また、たばこ税を今後
受動喫煙防止対策に活用していくべきではない
かと考えるが、見解は。
総務部長　たばこ税は平成27年度が８億5,300
万円、令和元年度が７億8,500万円と、この５年
間で８％減少しており、一般会計の収入全体の
１％程度となっている。
健康福祉部長　分煙環境の整備は、望まない受
動喫煙を減らす効果がある一方、本市の目指す
喫煙率の低下による健康増進という観点からは
慎重に検討したい。

地元回帰と移住・定住の促進、
環境施策の遂行とゼロカーボンシティ宣言

尾　形　昌　彦議員

ほかの質問 

朝暘五小の改築
１階の浸水対策は

議員　１階は浸水することを前提にしているが、
どのような施設や教室を配置する予定か。
教育長　昇降口や職員玄関、図工室や理科室な
どの特別教室等の配置を考えている。
議員　最初から浸水が想定される校舎を造るの
は無責任ではないか。
教育長　地域と問題意識を共有しながら防災面
も慎重に検討し、現地建て替えを決定した。児
童の安全確保を第一に考え、２階床面を浸水高
さ以上で計画し、１階は浸水後の復旧が容易な
仕上げ材の検討等、通常時の利便性とのバラン
スを踏まえたリスクマネジメントを考えている。

放課後児童クラブ、
コロナ感染症に関する偏見・差別の防止

本　間　正　芳議員

ほかの質問 

アフターコロナに向けた
新しい観光戦略は

議員　コロナ禍の３密回避をキーワードに、ワ
ーケーション（※）などの新たな需要が生まれ
ている。アフターコロナに向けた新しい観光戦
略が必要と考えるが、市の方針は。
商工観光部長　11月に鼠ヶ関で、密を避けて気
軽にキャンプを楽しむことができ、ホテル並みの
快適なサービスを受けられる「グランピング」の
実証実験を行ったところ、大変好評だった。こ
の成果を踏まえ、新しい生活様式に沿った観光
戦略を図り、コロナ禍での新たな傾向をどう取り
込むかについて、今後Ｄ

デ ガ ム
ＥＧＡＭとも連携して

検討を行い、観光誘客につなげていきたい。

なし

五十嵐　一　彦議員

ほかの質問 

※ワーケーション…「ワーク（仕事）」と「バケーション（休暇）」を組み合わ
せた造語。普段の勤務地を離れ、保養所などで休暇を取りながら仕事をする
こと。
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コロナ禍においても
希望の持てる市政を

議員　コロナ禍で生活不安や先行き不透明感が
増す中、若者が希望を持てる少子化対策は。
企画部長　地元回帰を促すため、奨学金返済支
援制度の導入等を検討している。また、子供の
成長に応じた子育て環境を整備し支援していく。
議員　持続可能な財政基盤の構築は現世代の責
任だが、歳入確保と歳出適正化にどう努めるか。
総務部長　ふるさと寄附金の増収に向けた取組
の強化、新しい生活様式に即した予算編成等に
よって収支バランスの改善に努めていく。
市長　市民に課題を説明しながら、スピード感
を持って取り組み、市政を前に進めていきたい。

つるおかアグリプラン

齋　藤　　　久議員

ほかの質問 

夢と希望を持てる
水田農業の将来展望は

議員　米余りが続く中、担い手が夢と希望を持
てるようなもうかる農業の確立に向けた、本市
の水田農業の将来展望は。
農林水産部長　収益性の高い園芸作物への転換
の推進とともに、需要の見込める輸出用米など
の非食用米の作付け拡大で、農業所得の向上を
図る。具体的には、戦略的な産地化を図るため、
トマト、キュウリ、枝豆等の団地化の取組を進
める。また、水稲の収益性向上のため、大区画
化とスマート農業（※）を組み合わせた低コス
ト稲作モデルの確立を目指しており、S

シ ー ズ
EADS

ではスマート農業の公開講座も実施している。

なし

本　間　信　一議員

ほかの質問 

市立図書館の再整備の
検討は

議員　建設から35年が経ち、建物の老朽化が
進んでいる上に、館内が手狭で郷土資料の分散
保管をしているようだが、現在の課題は。また、
全国的に快適な滞在環境を整えた新しい図書館
が建設されているが、再整備の検討は。
教育部長　今後、高圧変電設備やエレベーター
の更新などの大規模修繕が必須であることや、
収蔵場所がこれ以上見込めないため、資料の適
切な保管場所を確保する必要があることなどが
課題である。第２次総合計画では再整備を検討
するとしていることから、多様化する利用者の
ニーズの集約から始めたい。

新型コロナの市民生活への影響

草　島　進　一議員

ほかの質問 

鶴岡駅外内島線と
鶴岡藤島間道路の整備は

議員　鶴岡駅外内島線の切添大橋から宝町、駅
前への計画道路は、五小周辺の住民が内水氾濫
等で避難する際は、より安全な避難経路となり、
時間短縮にもなるため、整備を進めるべきでは。
建設部長　他路線も長い年月をかけて整備を進
めており、本路線も市街地全体の交通状況や効
果などを踏まえて、検討を進めていく。
議員　鶴岡藤島間道路整備を前進させるため、
より積極的な要望活動をしていくべきでは。
建設部長　今後は、名称を「庄内南部中央道路」
に変更し、庄内をはじめ県の振興と発展にも効
果がある路線として、整備を強く要望していく。

障がい者スポーツ

佐　藤　昌　哉議員

ほかの質問 

※スマート農業…ロボット技術や情報通信技術を活用して、省力化・精密化や
高品質生産を実現すること等を推進している新たな農業。 つるおか市議会だより　令和２年12月定例会号 12



脱炭素社会の実現に
向けた取組は

議員　７月にＳＤＧｓ未来都市に選定されたこ
とから、持続可能な社会を次の世代に引き継ぐ
ため、脱炭素社会実現に向けて「ゼロカーボン
シティ宣言（※）」をすべきと考えるが、見解は。
市長　本市は、自然と調和した歴史的な街並み、
多様性を体現する食文化、最先端の研究開発型
産業などがあり、ＳＤＧｓ未来都市として、持
続可能な発展のための諸要件を備えている。同
宣言を行い、取組を進めることは、持続可能な
発展のための諸要件の基礎である地球環境の保
全に貢献するもので、本市にもメリットがある
ことから、その時期、手法を検討していきたい。

酒井家庄内入部400年記念事業

中　沢　　　洋議員

ほかの質問 

※ゼロカーボンシティ宣言…2050年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指
すことを表明すること。

・初めて議会傍聴に参加して、自分が知らなかっ
た鶴岡市の問題を知ることができた。少し興味
も湧いた。

・毎回思うことだが、傍聴する人が少ない。１人
でも多く来てもらう努力が必要ではないか。

・市内の温泉施設などに目を向け、市の活性化に
ついて話し合っていて、この議会が市の活性化
につながってほしいと思った。

　12月定例会を傍聴された方から寄せられた
ご意見・ご感想（一部抜粋）を紹介します。

議会傍聴
アンケート

議会の開催状況
　令和２年中は４回の定例会（３月、６月、９月、12月）と
５回の臨時会（４月、５月第１回、５月第２回、７月、11月）
が開催されました。

◎議会の開催状況（単位：回・日）
招集回数 会期日数 本会議日数

定例会 臨時会 定例会 臨時会 定例会 臨時会

4 5 83 5 24 5

◎議会運営委員会　21回　　◎議員全員協議会　６回

◎常任委員会等の開催状況（単位：日）

総務 市民
文教 厚生 産業

建設
委員会 4 3 3 5

分科会 5 6 5 5

協議会 0 1 1 1

◎提出議案の状況（単位：件）
市　　　長　　　提　　　出 議　　員　　提　　出 請　　　　願

予算 決算 条例等 事件 人事 計 条例 決議 意見書 その他 計 受理 継続 計

41 4 42 37 9 133 1 3 17 0 21 6 0 6

◎審査の状況（単位：件）
市　　　長　　　提　　　出 議　員　提　出 請　　　　　　願

可決 同意 承認 認定
可決
及び
認定

修正
可決

継続
審査 可決 否決 推薦 採択 不採択 継続

審査
審議
未了 取下げ

115 9 3 2 2 0 2 19 2 0 0 6 0 0 0
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ます！
市民との意見交換会を初開催

日　時 令和２年10月20日㈫　13:30～15:00
場　所 大網地区地域交流センター
参加者 朝日東部地区自治振興会役員等 ５人

テーマ 地域の活性化策(小さな拠点づくりの推進）

　市のモデル事業として「小さな拠点」づくりを進
めている大網地区の現状と今後の課題について伺っ
た。課題として、事業の継続、社会実験として行っ
た各種事業の収益性確保、コーディネーター役の継
続配置、高齢者・一人暮らしの方への除雪支援等が
出され、今後、地域・市全体で解決に向けた取組を
進める必要があると感じた。

●自分の地域は自分たちでという意識を高める必要
がある。

●モデル事業終了後もローカルデザイナーの配置は
必要である。

●若い人は近隣の雪下ろしを２回、３回と手伝わな
ければならない。高齢者や一人世帯への除雪支援
が必要である。

●月山筍の缶詰製造の要望があるが運営が難しい。
春・秋だけの収穫では事業として維持できない。

地域活性化の推進を
班総　　務

いただいた主な意見

日　時 令和２年11月17日㈫　14:00～15:40
場　所 市役所　委員会室
参加者 鶴岡市廃棄物減量等推進員　７人

テーマ ごみの出し方・減らし方

　各地域の廃棄物減量等推進員から、ごみの出し方・
ごみ減量について地域ごとの取組実態等を報告いた
だくとともに、今後のごみ減量に向け意見交換を行
った。
　それぞれの地域が意識を高く持ち、適正な廃棄物
減量等に取り組まれていることを確認した。

●違反ごみを意図的なものとして捉えるのではなく、
分別の勘違いと捉え、行政からの周知の在り方に
ついて再認識が必要ではないか。

●ごみ処理に関しては三川町の住民とも一緒に意見
交換できれば良いのではないか。

●市のごみ減量目標、違反ごみ発生・状況データな
どを数値化して、取組の成果や改善点・課題など
をエコ通信・市広報などで市民の目に見えるよう
にしてほしい。

ごみ減量の推進を
班市民文教

いただいた主な意見

　市民に開かれた議会を目指し、議会活動に関する情報を説明し、
議会機能について理解を深めてもらうことを目的に、今年度から
新たに市民との意見交換会を実施しました。
　いただいたご意見は、議会全体で共有し、市当局に伝えるなど、
今後の活動に生かしていきます。
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市民の声を市政に生かし
市民との意見交換会を初開催

日　時 令和２年11月６日㈮　19:00～20:30
場　所 鶴岡地区医師会　会議室
参加者 鶴岡地区医師会役員等　６人

テーマ
コロナ禍における医療現場の課題
医療機関と医療従事者に対する市民理解の促進
医療従事者への差別、偏見の実態と対策

　休日夜間診療所の受診者が５人以下の日もあり、
休診日を増やして当番医の負担を減らしたいとの要
望を聞き、持続可能な地域医療体制の構築が急務だ
と改めて痛感した。コロナ禍の現場の実態を聞き、
戦いの最前線に立つ医療従事者のご奮闘に頭が下が
る思いで、偏見や誹謗中傷は、決してあってはなら
ないと再確認した。

●医師会会員数の減少と高齢化のため、休日夜間診
療所の現在の診療体制を継続するのが難しくなっ
ている。関東などの外部医師への委託や、平日夜
間診療の縮小等の要望書を市長に提出した。条例
改正が必要なので、議会としても対応をお願いし
たい。

●新型コロナの感染者が判明すると、同居家族も濃
厚接触者になる。生活支援はどうするのか。

持続可能な地域医療体制を
班厚　　生

いただいた主な意見

日　時 令和２年10月27日㈫　13:30～15:30
場　所 市役所　委員会室

参加者 市内４温泉観光協会・アツクル・DEGAM鶴
岡ツーリズムビューロー役員等　10人

テーマ 観光業の現状及び課題

　観光業界では、外国人観光客や東京オリンピック
などの需要を見越していたところに、新型コロナが
襲い、その影響は甚大なものとなっている。また、
納入業者も多く裾野の広い業種でもあるため、実情
をよく聴き支援策を提案していかなければならない
と感じた。

●来年以降、大きい旅館は苦しい。現在は固定資産
税の支払いが猶予されているが、来年度は減免に
なっていても、今年度の支払いがある。今年度の
猶予分を減免してほしい。

●地域の消防団、老人クラブなどの行事がメインだ
が、ほとんど休んでいる。法事もない。大打撃だ。

●ＧoＴoトラベル終了後は先行きが見えない。来
年も海水浴場の開設を続けられるかという心配が
ある。先を見越した支援をお願いしたい。

実情をよく聴き、支援を
班産業建設

いただいた主な意見
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つ
る
お
か
市
議
会
だ
よ
り

令
和
２
年
12
月
定
例
会
号（
令
和
３
年
２
月
１
日
発
行
）

　
鶴
岡
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
傍
聴
に
お
越
し
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
傍
聴
席
の
間
隔
を
空
け
て
着
席
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
時
に
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
発
熱
な
ど
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
会
議
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
の
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録
画

中
継
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
本
市
議
会
と
し

て
初
開
催
の
「
市
民
と
の
意
見

交
換
会
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

率
直
な
意
見
を
い
た
だ
く
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
は
、
今
後
の
調
査
活

動
や
当
局
へ
の
提
言
、
要
望
等

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
紙
は
、
県
内
13
市
議
会
の

議
会
報
研
修
会
で
、「
余
白
を

生
か
し
ス
ッ
キ
リ
し
て
見
や
す

い
」
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
読
み

や
す
さ
と
情
報
量
の
バ
ラ
ン
ス

を
工
夫
し
、
広
報
と
広
聴
の
両

輪
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

身
近
な
議
会
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

　
黒
井　
浩
之　

編
集
後
記

議会を傍聴される
皆さんへ

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
  1  2  3  4  5  6

 7  8  9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

本　会　議
（開会・総括質問）

常任委員会
予　備　日

常任委員会
予　備　日 議会運営委員会

予算特別委員会 本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
予算特別委員会

総　　　務
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

厚　　　生
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

予算特別委員会 本　会　議
（表決・閉会）

（春分の日）

請願・陳情 提出期限
２月22日㈪午後1時

 

　市議会では、議会の運営等に関し、市民の意見を広く
聴取し、今後の議会運営等に反映させるため、「市議会
モニター制度」を実施しています。令和３年度モニター
の公募を行いますので、ぜひご応募ください。

市議会モニターを
募集します

※市内の高等教育機関に在籍する学生の方（社会人学生含
む）は、市外在住でも応募できます。

【応募方法】
　応募用紙に必要事項を記入の上、議会事務局へご応募く
ださい。応募用紙は市議会ホームページ、または、議会事
務局で配付します。
【選考方法】
　年齢・性別・居住地等に著しい偏

かたよ

りが生じないよう考慮
の上選考し、選考結果は４月中に応募者全員へ通知します。
【その他】
⑴　報酬の支給はありません。
⑵　インターネット接続環境がない方も
　　応募できます。

【市議会モニターの具体的内容】
⑴　本会議や委員会等を傍聴し、意見を提出
⑵　市議会だよりや市議会ホームページへの意見を提出
⑶　モニター会議への出席
※上記のほか、アンケートの回答などをお願いすることが
あります。

【定　　員】20人程度
【任　　期】１年。再任（１回）可としています。
【募集期限】令和３年３月18日㈭　必着
【応募資格】
　満18歳以上の市民（ただし、公務員、各種議会議員、
市の行政委員は除く）で、市議会の仕組みや運営、市政・
地域社会の発展に関心のある方。

環
境
に
配
慮
し
再
生
紙
と
植
物

油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

発行／鶴岡市議会
編集／広報広聴委員会

〒997-8601
山形県鶴岡市馬場町9-25
電話　0235-25-2111
FAX　0235-25-2123
メールアドレス

gikai@city.tsuruoka.lg.jp
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